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時　　噛昭和55年9月1．3日（水）

　　　午後2時・4時

所　　宇宙開発委員会会議室

題（1）＼実軍用中容量静止通信衛星．（σs）等嫡

　　　　星の打上げ結果の評価について一

　　　（説明者．’第四部会長．佐貫亦一男、）

　　　（2プリモートヤンシング（遠隔操査技術）の研

　　　．究。開発及び利用の推進に関する方策につい
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，第18回宇宥開発委景余（癌化会議）為事要旨錨
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一上げ結果り評価について（報告）
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第18回宇宙開発柔員会（定例会議）

　　議事し要旨（案）

時　　昭和5う年8月50日（水）

　　　午後2時～4時

所　　宇宙開楽委員会会議室，1

題　（1）昭和54年度におけ為宇宙開発関係経費の

　　　　見積りにつ．いて

　　　⑳第二部会の審謙ついて一

　　　（3）第二部会の構成員の指名について　、

　　　（4｝宇宙分野における日米合同調査計画について　殉

4奪一籾
委18－1第ワ回轄麟楽章会（糊会議！議論旨（案）

　委1・8－2昭和54鞭における宇宙麟関係盤回田
、　　につφて！案）ン

志田一4第二門構噸ジ、　£＼

　　宇宙開発委員会委員長代理　　　一“　　　網，島、一三

．、二‘

　　科学獅蘭究謹聴　　一風．山重道〆・

　　通商産業省機械情報産業局次長

　　　　・〃　　工業技術院総務部長

　　運輸省大臣官跨参事官

　　　〃　気象庁総務都長

　　　〃，海上保安庁総務部長

　　’郵政省電波監理局審議官

　　建設省大臣官房掻術参事官

　　郵政省劣勢監理局

　　宇宙開発事業団

　事務局

　　科学技術庁研究門門局宇宙企画課長

　　　　〃　　　　〃　　宇宙国際課長

　　　　〃　、　　〃　　宇宙開発課長

’6謬事要旨

　（1）　前回議事要旨’　　　　　∫　　・
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（代理：吉田），

服　部　典　徳

）
雄
）
明
）
・
也
γ
9
）
）
・
久

橋
　
井
　
中
　
井
望
田
章
肥
茂
．

高
康
藤
英
山
減
石
　
飯
．
土
　
裕

　
　
　
　
　
　

り
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

む
　
　
　
　
　

　
の
　
　

ロ
　
　
　

野
村
，
良
”
越
”
田
’
▼
野
”
里
塚

ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゐ

一
西
一
相
一
沼
豊
浜
く
忠
－
、
九
飯

　
　
他
，

雄
克

　
　
晃

昭
．
三

内
藤
木

堀
留
鈴

●

　　　第17回轄醗委員会（定鹸議）講要旨灘認ぜ糠69

　　　昭和54鞭における縮三三雛硯積魔ついで

，事務局から資料委1β「2嘩ついて説明が馳れ・斑

　　の質疑応答が行われためち、原案どおり深閃きれた。一

入藤包特別研究促進調整費にζつて、宇宙を利用した材料製造実
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事務局：特別研究促進調整費による研究は概算要求段階において

㌧贈四脚な嚇騨馨鱒照込んでい，

（3）第二読会の審議について．

事務脚ら酬委コ8－3に基づいて説明が行われたのち・

　原案ゼお，り決定された。’　．　　　　．

（4｝・・貸手部会の構成員の揖名に『矯て

　　鮒委顛によ順料委18「4めとお鵬；総の駅員
　が指名された旨、網島委員長代理から報告が行われた6，、

㈲宇宙分野におげる日米合購査計図つ吟ズ亀

　　事務局から資糠⑱一5紀基づいで翻舜われたのち・鴨・

　〔以下の質疑応答が行われく原案1が一部修正されたのち了承され

　　た。，

9八藤壷「米国提案に同意する⊥とあるボーNA貫A側の当初の提．

網島：・「日三二鯵を設立する1やう綱三郷聴する」．
　　　のよう忙修正してはどうか。

馨罵そ鉢1う幣正する6・∫。P…　．∫∫．∫
入藤：躰艘案魁いうゐは糊即提郷村％対案轍

L

婁務局：含まれているう

八三：公式回答はどのような形で行うのか6

事務局宝熊谷大臣が9月に訪米する際、’米国側に口頭で伝えるこ’

　　ととしている。

　　　またくその会談内容については、在米日本大使館からの公

　　電により確認することとしている。

＼，

＼

、

：●

●


